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1．整理項目および内容 

地区海岸ごとのシミュレーション結果の整理内容を下表に示す。 

 

表 1-1  整理項目および内容 

整理項目 整理内容 

海岸名 海岸統計（H18）に用いられている名称 

所 管 国土交通省河川局、国土交通省港湾局、農林水産省水産庁 

市町村名 H18 年 4 月以降の市町村名 

海岸延長 海岸統計（H18）における海岸保全区域延長 

現況海岸 

保全施設 
茨城沿岸海岸保全基本計画に整理されている現況海岸保全施設を記
述 

護岸天端高 

（T.P m） 
県資料、現地調査、管理者などの確認の上、設定した津波シミュレー
ションで用いた護岸天端高を整理 

保安林護岸 

の有無 
地区海岸における保安林護岸の有無を記述 

津波高 

（T.P m) 
地区海岸ごとの護岸位置での津波高の最高値を整理 

最大浸水深

（m） 
地区海岸ごとの津波の最大浸水深を整理 

浸水の有無 地区海岸における浸水の有無を記述 

浸水面積 

（ha） 

浸水メッシュから地区海岸毎に以下のように浸水範囲を整理して浸
水面積を算定 
・施設ありの区間：施設背後を対象 

・施設なし（無堤）の区間：空撮オルソ画像により、砂浜、河道は除

いた範囲 

・沿岸方向の地区海岸毎の浸水範囲の境界：地区海岸毎の境界を浸水

の境界（海岸線に直角方向で分割）とし、隣接海岸からの浸水の場

合、隣接工区の浸水面積として整理（図 1-1） 
・河川からの浸水：海岸管理上の境界の浸水面積に含まれる（一級河

川除く） 

到達(影響開

始)時間（分）
地区海岸における影響開始時間を到達時間として整理 

浸水人口 

（人） 
浸水範囲の内、津波被害を受ける可能性のある人口（夜間人口）を浸
水メッシュ分布と重ね合わせて被害想定と同様に算定 

浸水家屋数 

(棟) 
浸水範囲の内、津波被害を受ける可能性のある家屋数を浸水メッシュ
と分布を重ね合わせて被害想定と同様に算定 

主な越流・ 

浸水箇所 
津波による主な越流・浸水箇所を整理 

主な浸水状況 浸水範囲の主な浸水状況を整理 

備 考 
事業実施により、現況の護岸天端高より整備水準が変わる地区海岸に
ついてその計画天端高を記述 
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沿岸に面する地区海岸以外の港湾、漁港、河川については、以下のように扱うものと

した。 

○港湾・漁港は、沿岸での人・資産が集中している地域であることから、最大浸水深、

浸水の有無、浸水面積、到達（影響開始）時間、浸水人口、浸水家屋数、主な越流・

浸水箇所、主な浸水状況を整理。 

○河川については、参考までに併記し、浸水の有無、到達（影響開始）時間、主な越

流・浸水箇所、主な浸水状況を整理。 

 

また、以下の場合は整理表を次のように表示した。 

○海岸延長：漁港、港湾、河川、無堤海岸については｢－｣と表示 

○護岸天端高、津波高：漁港、港湾、河川、無堤海岸及び無堤の一般公共海岸につい

ては｢－｣と表示。 

○津波高：護岸に津波が作用しない場合は、｢＊｣と表示。 

○最大浸水深、浸水面積、浸水開始時間、浸水人口、浸水家屋数、主な越流・浸水箇

所、主な浸水状況：浸水が無い海岸及び整理に該当しない箇所については、｢－｣と

表示。 

○浸水人口、浸水家屋：浸水は無いものの、被害想定用のデータ（48m メッシュデー

タ）と津波計算データのメッシュデータ（12m、6m）の大きさ・精度の違いや浸水人

口・家屋の計測手法（図 1-2）により、見かけ上浸水する人口及び家屋が計測され

る場合は、その数値を｢（ ）｣と表示。 

 

 

 

図 1-1 浸水面積の整理方法 
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A 海岸の浸水
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地区海岸毎の境界を浸水の境界とした場合     隣接海岸からの浸水の場合 

（海岸線に直角方向で分割） 
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図 1-2 浸水人口・家屋の整理方法 

 

 

2．整理結果 

波源ごとに地区海岸ごとのシミュレーション結果の整理結果を次頁以降の｢茨城沿

岸 地区海岸別の津波浸水想定整理表｣に示す。 

 

①被害想定において、浸水範囲と人口・家屋メッシュを重ね合わせ、津波被害を受

ける可能性のある人口・家屋数を計測（被害想定の 48m メッシュ範囲に 1 つでも

浸水がある場合、被害想定では被害有りの取扱いとなる）。 

②地区海岸毎のシミュレーション結果では、砂浜、河道を除いた範囲を浸水範囲と

詳細に再設定。 

③①と②を重ね合わせ、再度、地区海岸毎の浸水人口・家屋数を計測。 

⇒被害想定用のデータ（48m メッシュデータ）と津波計算データのメッシュデータ

（12m、6m）の精度の違いのため、浸水が無いものの、被害想定に準じて①のデ

ータを使用するため、陸域で津波被害を受ける可能性のある人口・家屋数が計測

される場合がある（特に明治三陸タイプ津波）。その場合、その数値を｢（ ）｣

と表示。 

①津波被害を受ける可能性のあ

る人口・家屋データ(48m メッ

シュ：赤色) 

⇒海側の範囲に津波が来襲する

ので、津波被害を受ける可能性

のある人口・家屋となる。 

構造物ライン 
（12m メッシュ：青色）

②陸域（構造物ライ

ン よ り 背 後 の 砂

浜、河道を除いた

範囲）（黄色） 

③①と②を重ね合わせ、再度、地区

海岸毎の浸水人口・家屋数を算出。

⇒陸域の浸水が無いものの、②の領

域内に浸水人口・家屋が分布する

と、浸水人口・家屋数として計測

される。 
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